
令和５年度

令和５年６月 横浜市立折本小学校

学校説明会



教育の基盤 【５年度 人権教育実践推進校】

「だれもが」「安心して」 「豊かに」

生活できる学校。

居場所
がある

認め合
える

困ったら
聞いてもらえる
助けてもらえる



夢をもち自分たちの力で 未来を創り出す子ども

～なりたい。
～したい。

協働的に 人とかかわって

多様性尊重
持続可能な
社会を創る

～やりぬく子 ともに生きる子～

学校教育目標



夢をもち自分たちの力で
未来を創り出す子ども

～やりぬく子 ともに生きる子～

学校教育目標

折本小の子どもが身に付ける資質・能力

知

問題発見・解決力

〇身近な出来事から問題を発見し、
よりよく解決していく力

公 徳
自分づくりと

人間関係形成力
〇自分の特徴やよさに気付き、自分と違う考
えのよさを生かしながら協働的に学ぶ力

体

心身共に
たくましく生きる力

〇命を大切にし、安全に行動するための判
断力、健全な生活習慣を営む実践力

公 開

グローバル化
の中で生きる力

〇様々な変化に対応し、今でき
ることを考え適応していく力



R5年度 重点的取組目標

教育環境整備

いじめへの対応

特別支援教育

人権・児童指導

生きてはたらく知 豊かな心 健やかな体

未来を開く志

・学力状況調査結果の分析それ

に基づいた指導を行う
・体験や人とのかかわりから

探究的・問題解決的な学習の
充実

・学校保健委員会の活動を充実する

テーマは「姿 勢」
・児童が主体となった体力づくり運動（長縄）に
取り組む

・栄養職員との連携 食教育の充実

・児童支援専任を核とした、協働的な児
童指導体制

・折本スタンダードに基づいた、
一貫した児童指導。

・Sカウンセラー、SSW等との連携

地域の材を活用した

生活・総合的な学習の時間の充実・

‘自分の言葉で語る場（OKフェスタ等）

での発信。

学習を生活に活用
（SDGｓの達成に向けた取組）

・複数の職員で児童を見る指導体制の
確立 ・「いじめ防止対策委員会」を通した情
報の共有、早期解決
・いじめ早期発見に向けた定期的な

アンケートや面談の実施

・個に応じた学習が必要な児童への支援

「スマイルルーム」の活用。
・外部機関と連携を図り、児童が安心して
過ごせる支援

・UDを意識した教室環境、授業の指導方
法の工夫。

緑の環境整備

「一人一鉢・栽培活動」に取り組む。

• 学校司書との連携、学校図書館
を積極的に活用する。

・ペア学年の設定と異年齢集団
の交流

・特別支援教育を核とした
人権教育の充実

GIGAスクール構想

・「個別最適な学び」の実現（指導の個別化

学習の個性化）に向けて、授業でのICT
端末の効果的な活用

・「学びの保障」に向けた適切な

オンライン授業の実践。



主な教育活動の変更点

１ 「日課表」一部変更
木曜日にクラブ・委員会を実施。一部の学年で下校時刻が変更
「日課表」は、今後も見直しを検討

２ 3年生から6年生まで：教科分担制の一部変更
〇3年生から6年生：学年内で担任が一部の教科を分担して指導
低学年：必要に応じて学年内や専科による教科分担を導入予定

〇高学年では、専科による教科分担制を導入
R5年度：家庭科、音楽科、外国語科 理科 を専科教員が指導

３ 運動会：次年度以降も午前中開催として実施

４ 「前期あゆみ」 形式変更
○総合所見は記入しません。７月の個人面談で学習の様子をお伝えします。
○「後期あゆみ」に総合所見を記入します。



教職員の働き方の改善



１ 教職員の勤務時間 7時間45分
・教職員（技術員を除く）８時１５分～１６時４５分
・技術員 ８時００分～１６時４５分
開門は８時１０分
昇降口を開ける時刻は８時１５分です（教員の勤務開始時刻）

熱中症予防のためにも、Aグループは、
８時１０分を過ぎてから正門を通過するように家を出る時刻の

調整をお願いします。

２ 留守番電話設定について
教職員の勤務時間から、１６時４５分以降１7時30分までを目安
に留守番電話にきりかえています。



問題発見・解決力



重点的取組

◎体験や人とのかかわりを重視した、探究的・問題解決的
な学習を充実させる

◎算数を中心として、主体的、対話的で深い学びの実現に
向けた授業改善を行う
◎習得した知識や技能を実生活で活用する
◎学力状況調査結果の分析を基に、学年ごとに育てたい
力と伸ばしたい力を明確にし、それに基づいた指導を行う

学校経営方針【問題発見・解決力】



体験や人とのかかわりを重視した
探究的・問題解決的な学習の充実

課題の設定
日常生活や社会に目を向け、子ども
自ら課題を設定する。

情報の収集
○情報収集の手段を選択する。
○必要な情報を収集し、蓄積する

整理・分析
○事実や関係を把握し、理解する
○多様な情報にある特徴を見つける。
○比較したり関係付けたりして課題解決に向けて考える。

まとめ・表現
○相手や目的に応じてわかりや
すく 表現する。
○学習の進め方や仕方を振り返
り、 学習や生活に生かそうとする。



主体的、対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善

主体的な学び
学ぶことに興味関心をもつ。見通しをもって粘り強く取り組む。
自分の学びを振り返って価値づけ、次の学びにつなげる。

対話的な学び
子ども同士の協働、教職員・地域の人との対話、情報を収集、活用しながら考え
ること通して、自分の自分の考えを広げ深める。

深い学び
各教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせる。知識を相互に関連させる。情
報を精査して考えをまとめる。自ら問題を見いだして、解決策を考える。自分の考
えとして整理し、意味づけ、自覚する。



習得した知識・技能の
他の学びや実生活への活用

〇各教科等間のつながり、関連付け
（例） 理科：電気単元 （３年、４年、５年、６年 系統的な学び）

総合的な学習の時間：理科・国語との関連

〇実生活とのつながり
（例）特別の教科道徳：自分の考えや感じ方をのびのびと表現。
よりよく生きるために。道徳的価値の視点で考える。
家庭科： 健康・安全 食事の役割 等



令和4年度学力状況調査の結果分析と活用



自分づくりと人間関係形成力



スタートカリキュラム
（月） 4月10日 （火） 4月11日 （水） 4月12日 （木） 4月13日 （金） 4月14日

予定

折本

タイ

ム
心が落ち着く呼吸法（YP） 心が落ち着く呼吸法（YP） 心が落ち着く呼吸法（YP） 手拍子チームワーク（YP） 手拍子チームワーク（YP）

合計

委員会活動

GIGA開き
☆ipadの約束
☆ipadの使い方、保管。
☆ロイロノート活用術

給食について
☆給食時間の待ち方。
☆当番のやり方。
☆配膳のきまり。服装。

※給食スタンダード参照

清掃について
☆机の運び方
☆箒の使い方
☆雑巾がけの仕方
☆スタンダードに沿ってデモ

※清掃スタンダード参照

3

2

係活動
☆係活動について話し合
う。クラスの係を決め、当
番のやり方や内容について
話し合う。

折本小のキマリンピック
（YP）
☆学校のきまりクイズを通
して、学校のルールをみん
なで確認する。
※学校のきまり参照

体育開き
☆着替え方　服装
☆整列→移動（何度も徹底）

☆集合の仕方　２列→４列
☆体操の仕方の確認

自己紹介カード

提出物回収
☆休み時間の過ごし方確認

授業開き
☆あいさつ
☆学習用具の置き方
☆挙手して話す。話し方。
聞き方。☆ノート指導
※授業UD参照

4

5

☆下校の約束の確認

ふりかえりダンシング
（YP）

ふりかえりダンシング
（YP）

ふりかえりダンシング
（YP）

〈おすすめYP〉
自己紹介すごろく→班で楽しくすごろくをして自分のことを伝えよう
サイコロペアトーク→伝えたいことを話したり、相手の話をしっかり聴いたりしてみよう
順番に並ぼう→言葉を使わずに順番に並ぼう。
どっちをえらぶ？→自分の意見を肯定的に受け止めてもらえることで、安心して表現できる。

6

４年計測

教科書配布
☆丁寧に記名
個人写真撮影

避難訓練
☆身の守り方
☆ヘルメットの被り方
☆整列、歩行【徹底！やり
直しも。最初が肝心！】

５年計測
給食開始
委員会

日直、朝の会、帰りの会
☆日直の仕事、朝の会、帰
りの会のプログラムについ
て話し合う。

６年計測
12:15下校

※１年生は本家スタートカリを参照

大掃除（移動・整備）
☆机、ロッカー、靴箱入れ
方の確認
☆あいさつ、返事の仕方
☆立ち方や座り方姿勢
（ぐー・ぴた・ぴん）

1

学校のきまり配付
☆筆記用具や道具箱の持ち
物確認
→きまりを保護者にも見せ
る。音読の宿題。翌日「学校
のキマリンピック」（YP）

朝会
12:15下校

大掃除（移動）

避難訓練（経路確認）
12:15下校

折本小スタートカリ　～最初の１週間～　

算数は「算数ノートスタン

ダード」参照

１週間の活動の目安です。

時間の入れ替えは自由です。学年研等で話題にして揃えて行ってください。太字はマストで行うのもです。

YPに関しては、おすすめのものを載せています。学年や実態で選んでください。

→『学校スタートプログラム』『YP年間計画』参照

☆市教委から「横浜プログラムスタートパック」動画配信 ぜひ活用してください♪

「呼吸法」や「手拍子チームワーク」や「ふりかえりダンシング」のようなショートプログラムはやりやすいので、

ぜひ継続的に実施してください。

スタンダード等はスタート号で行った職員研修や資料をよく読んで子どもの指導に当たってください。



要保存
ようほぞん

 
 保護者

ほ ご し ゃ

の方
かた

と一緒
いっしょ

に読
よ

んで、確認
かくにん

しましょう 

令和
れ い わ

５年
ねん

４月
がつ

７日
な の か

 

横浜
よこはま

市立
し り つ

折本
おりもと

小学校
しょうがっこう

 

学 校
が っ こ う

の き ま り（令和
れ い わ

５年度版
ねんどばん

） 

 このきまりは、みなさんが
がっこうせいかつ

学校生活を安心
あんしん

して
あんぜん

安全に
す

過ごすためのものです。 

 みんなで
まも

守って
たの

楽しい
がっこうせいかつ

学校生活をおくりましょう。 

 

１．登校
とうこう

・下校中
げこうちゅう

 

  ・地域
ち い き

の方々
かたがた

や先生
せんせい

、友達
ともだち

にあったら、進
すす

んであいさつをしましょう。 

・寄
よ

り道
みち

をせずにかならず通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

り、なるべく友
とも

達
だち

といっしょに登校
とうこう

・下校
げ こ う

しましょう。 

  ・家
いえ

を出
で

てから
わす

忘れものは、
と

取りにもどりません。忘
わす

れ物
もの

をしたときは、担任
たんにん

の先生
せんせい

に伝
つた

えましょう。 

  ・
とうこう

登校の
じ こ く

時刻は、８
じ

時１０分
ぷん

から８
じ

時２０分
ふん

まで（分散
ぶんさん

登校
とうこう

あり）です。 

 ・
せいもん

正門に
なら

並び８
じ

時１０分
ぷん

より
まえ

前に
こうしゃ

校舎の
なか

中に
はい

入らないようにしましょう。 

 ・早
はや

く着
つ

いたときは、正門
せいもん

に並
なら

んで待
ま

ちます。 

 ・８時
じ

２５分
ふん

には教室に入っていましょう。  ・登校
とうこう

したら、すぐに手
て

を洗
あら

いましょう。 

  ・
ち こ く

遅刻や
そうたい

早退の時
とき

は、
いえ

家の
ひと

人といっしょに
とうげこう

登下校します。（具合
ぐ あ い

が悪
わる

くなくても、付
つ

き添
そ

いが必要
ひつよう

です。） 

 ・
ちょうふくじひがしがわこうさてん

長福寺東側交差点は
わた

渡らないで、
ちょうふくじみなみがわ

長福寺南側を
わた

渡るようにしましょう。 

 

２．教室
きょうしつ

では   

  ・
つくえ

机 の
うえ

上には授業
じゅぎょう

に必要
ひつよう

なものだけを出
だ

し、よい
し

姿
せい

勢で学
がく

習
しゆう

します。 

 ・授 業 中
じゅぎょうちゅう

に
せき

席を
はな

離れるときは
せん

先
せい

生に
つた

伝えましょう。 

 ・机
つくえ

の横
よこ

の右側
みぎがわ

のフックには、給 食
きゅうしょく

袋
ぶくろ

をかけましょう。 

 ・はさみは安全
あんぜん

のため、担任
たんにん

の先生
せんせい

に預
あず

けます。 

 ・筆箱
ふでばこ

は管理
か ん り

しやすい箱型
はこがた

の物
もの

が望
のぞ

ましいです。安全上
あんぜんじょう

、机
つくえ

の上
うえ

に筆箱
ふでばこ

を立
た

てません。 

 ・教室
きょうしつ

から移動
い ど う

するときには、机
つくえ

の上
うえ

に物
もの

をおかないようにしましょう。 

・二列
に れ つ

に並
なら

んで、授業
じゅぎょう

開始
か い し

に間
ま

に合
あ

うように静
しず

かに移動
い ど う

します。 

 

３．校舎内
こうしゃない

外
がい

 

  ・
ろ う か

廊下や
かいだん

階段は
しず

静かに
みぎがわ

右側を
ある

歩きましょう。 ・トイレでは
あそ

遊びません。 

  ・校舎内
こうしゃない

では、ボール
な

投げ・おいかけっこなどをしません。 

  ・
こう

校
しや

舎の
うら

裏、体育
たいいく

倉庫
そ う こ

の
うら

裏、フェンス、
こうてい

校庭周り
ま わ り

の階段
かいだん

、
せい

正
もん

門、昇降口付近
しょうこうぐちふきん

のコンクリートの
うえ

上では
あそ

遊

ばないようにしましょう。 

令和5年４月～９月

校庭
こ う て い

折
お り

本
も と

小
しょう

の約束
や く そ く

☆遊
あ そ

ぶ前
ま え

と遊
あ そ

んだあとは、必
か な ら

ず手洗
て あ ら

いをしましょう。
※アスファルト・コンクリートのところでは、走

はし

ったり、とんだりする遊
あ そ

びはやめましょう。

※校庭
こう てい

を広
ひ ろ

く使
つ か

えないときでも、遊
あ そ

びを工夫
く ふ う

しましょう。

※みんなが使
つ か

う場所
ば し ょ

です。場所
ば し ょ

を広
ひ ろ

く取
と

る遊
あ そ

びはやめましょう。

※正門
せい もん

の前
まえ

や花
は な

だんのまわりで遊
あ そ

ぶのは、あぶないので、やめましょう。

※校舎
こ う し ゃ

の裏
う ら

にはいきません。

○校庭
こ う て い

で遊
あ そ

べるエリアのわりふり　※すなば、てつぼうは、校庭
こ う て い

で遊
あ そ

べる学年
が く ね ん

は使
つ か

ってOK。

曜日
よ う び

エリア

月
げつ

火
か

水
す い

木
も く

金
き ん

ロング

中休
なかやす

み

なわとびエリア

○　校庭
こう　　てい

のまわりであそぶとき

☆走
はし

ったり、追
お

いかけたりするおにごっこのような遊
あ そ

びはしません

☆まわりに気
き

をつけてやりましょう。

☆遊具
ゆ う ぐ

では、おにごっこなどの走
はし

ったり、追
お

いかけたりする遊
あ そ

びはしません。

◇昇降口
し ょ う こう ぐ ち

にもどるときは、けがをしないように歩
あ る

いて入
は い

りましょう。

４・５・６年生
ねんせい

１・２・３年生
ねんせい

４・５・６年生
ねんせい

低
て い

学年
が く ねん

（１・２年
ねん

） 高学年
こう が く ねん

（５・６年
ねん

） 中学年
ち ゅうがくねん

（３・４年
ねん

） 清掃
せ い そ う

低
て い

学年
が く ねん

（１・２年
ねん

） 高学年
こう が く ねん

（５・６年
ねん

）

ボール・遊具・たんなわ・かけっこ

中休
なかやす

み 昼休
ひる やす

み

ボール・遊具
ゆ う ぐ

中学年
ち ゅうがくねん

（３・４年
ねん

） １・２・３年生
ねんせい

低
て い

学年
が く ねん

（１・２年
ねん

）

高学年
こう が く ねん

（５・６年
ねん

）

中学年
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バスケット

ゴール

ボール・ゆうぐエリア

休み時間の校庭の使い方について
やす じ かん こうてい つか かた

飼育小屋

サ
ッ
カ
ー
ゴ
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ゆ

う

ぐ

コンクリートのかいだん （あそびません）

てつぼうすなば

校舎

シュート

遊びのみ

朝礼台

ボールを

投げる方向

折本小スタンダード



各クラスで、今年のめあてや、具体的な取り組みを話し合いました。

人権の取組①

スマラブキャンペーン



人権の取組②

横浜プログラム

友達と息を合わせて、
棒を倒さずキャッチ

いじめについて考える

講師の先生を招い
ての職員研修

校内ＹＰ研修 ６月３日（金）１５：３０～１６：４５ 

「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学級づくり 

講師：人権教育・児童生徒課  

主任指導主事 高﨑 智志 先生 

 

準備（人権児童指導部） ※部員の先生方、宜しくお願いします。 

資料印刷綴込【１日（水）放課後】：杉本Ｔ、森井Ｔ   

靴箱表示、案内黒板：亀川Ｔ、廣松Ｔ 接待：白井副校長Ｔ 

会場準備（テレビ、ＰＣ、机）：全員  

司会：山崎 研修スライド保存：山崎 細案作成：山崎 

 

場所 家庭科室（学年ごとに右図の場所に座ってください。） 

 

持ち物 ・筆記用具 

    ・名札 

・YP 学級分布図 

 

管理職・７学年の配置 

 古屋校長先生→１年  白井副校長先生→個別 

篠原先生→２年 慶長先生→３年 新井先生→４年 

永松先生→５年 福井先生→６年  

 

研修内容 ※変更あるかもしれません 司会：山崎 

 

 

 

 

 

 

 ①アイスブレイキング（約５分） 

 ②講演 ※途中にペアトーク、グループトークあり（約６０分） 

 ③まとめ（約５分） 

 

 

研修を生かす（研修後の取組） 

・６月～７月中に学年研等で学級分布図や個人プロフィールをもとに支援検討会（YP アセスメン

ト）を行い、学級の実態に合った横浜プログラムを１本行う。 

 【可能なら学年で見合う。難しい場合は、学年の人権児童指導部員だけでも】 

・「だれもが」「安心して」「豊かに」の視点（人権の視点・YP の考え方）を取り入れた授業づくり 

 →重点研の実践に生かす。 

ホ

ワ

イ

ト

ボ

ー

ド 

講師の先生がいる研修ですの

で、服装の方お願いします。 

めあて 

研修を通して、「だれもが」「安心して」「豊かに」の視点で自分自身の学級経営を振り

返り、これからどのような学級をつくっていくかについてイメージをもち、その実現の

ための具体的取組について考える。 

 



なかよし交流

５月９日（火）
今年1回目のな
かよし交流があ
りました。ペア
のクラスで、名
刺交換をして楽
しみました。

６年生が、１年
生に目線を合わ
せて話しかける
姿が、ほほえま
しいです。



心身ともにたくましく生きる力



何を学び、どのような力を育てるのか

個別級 基礎的な体力 野菜や花の栽培

６年 命について考え生命を大切にしようとする態度 安全に行動す
る能力 健全な生活習慣・食生活を営む態度

５年 食の重要性、健全な食生活 自ら進んで体を動かし健全な
生活の実践、生命あるものを大切に

４年 スポーツに主体的に取り組む態度、自分の体を健康に保つ
花や動物の世話に進んで取り組む姿勢

３年 食事バランス、働き、身体の成長、安全な行動能力

命あるものを大切に

２年 休み時間の外遊び 健康に気をつけた生活 野菜や
虫の飼育から生命尊重

１年 自分の体を大切に 食の重要性の理解
社会生活との関わり

健康な心と体

自然との関わり・生命尊重

幼児期

小学校

中学校



健康な心と体

長縄集会

学校保健委員会

歯科保健教育



R4年度学校保健委員会振り返りと R5年度の活動とりくみについて 

R4.３．８ L中休み 理科室にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廊下を走る人が減った、後ろを見てプリントを手渡せた 

周りを見て行動するようになった。掃除ロッカーがきれいになった。 

委員以外の人も声かけをしてくれるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

声かけ足りない。まだふざけている人がいる。 

学校保健委員会の活動を増やした方がいい。意識を増やすために。 

１ 成果 

２ 課題 

３ 折本の健康安全、 

強化したいところは？ 

４ R5年度は 

R５年度、折本小の学校保健委員会は何について取り組んだ方がよいか・・・ 

学年の意見は…３年：こころ ４年：食育 ５年：姿勢 ６年：手洗い、掃除・・・ 

全体としては  姿勢について に決まりました♪ 



R５年度 学校保健委員会
「正しい姿勢をめざそう」

各クラスのめあて



自然との関わり



命の大切さ



グローバル化の中で生きる力

～さまざまな変化に対応し、未来を開く～



○地域・社会の教育資源を活用した
生活科・総合的な学習の時間等の
単元を開発すること

○持続可能な社会の実現に向けて
総合的に取り組むこと

○多様性と協働性を尊重すること



・地域とかかわる活動の充実
公園たんけん、まちたんけん
畑の見学、スーパーマーケット
商店街見学
公共施設見学、工場見学など

・地域の材に恵まれた折本小ならではの、
「ひと・もの・こと」にかかわる単元づくり

・学んだこと、考えたことを他者に伝える場の
設定（OKフェスタなど）

地域・社会の教育資源を活用した
生活科・総合的な学習



地域とかかわる活動の充実
折本小ならではの単元づくり



OKフェスタ



持続可能な社会の実現に向けて
総合的に取り組むこと

緑のカーテン

区役所との
コラボレーション

です



多様性を理解し、コミュニケーション能力の素地を培う

多様性と協働性の尊重

外国語活動（１～４年）
外国語科（５、６年）

国際理解教室（リトアニア）

国際理解教室

リトアニア

タイラー ポースランド

TYLER POWLESLAND先生

外国語科・外国語活動

・相手の話をしっかり聞こうとする。
・相手を理解しようとする。
・自分の力を生かして、相手に
わかりやすく伝えようとする。

ヤギ ユーラテ

YAGI JURATE先生



令和５年度 学校説明会

各種たより・
ホームページで
学校の様子を伝
えていきます

1年間、よろしくお願いします
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